
 
～自分の力を出し切った体育大会 無事終了～ 

                                
校長  五十嵐 邦 春 
 

５月も終わろうとしていますが、まだまだ肌寒い日が続いています。それでも、この季節なら

ではの色とりどりの花がきれいに咲きはじめました。子どもたちは、過日、実施した修学旅行や

体育大会などの学校行事に向けた取組や、日常の学習においても、今年度の重点教育目標である

「自ら考え、適切に判断して行動する」姿が見られています。本校で学ぶ生徒一人ひとりが一歩

一歩確実に成長するよう、教職員が一丸となって毎日の教育を進めていきたいと思います。 
 去る５月２５日（土）、朝から快晴の空模様の中、寿都中学校体育大会を行いました。当日は、

来賓、保護者、地域の多くの方々にご来校いただき、生徒たちの取組に温かい声援を送っていた

だきました。 
 冒頭の開会式では全校生徒がきちんと整列し、生徒会長のすばらしい挨拶、そして、２名の代

表生徒による力強い選手宣誓が行われ、心地よい緊張感の中に、全校生徒のやる気を感じとるこ

とができました。 
 いよいよ競技開始です。最高のコンディションの中、全校共通１００Ｍ走から競技が開始され、

個人競技でも、得意不得意がありながらも、生徒一人ひとりが最後まで全力で走って、跳んで、

投げて自分の力の限界に挑戦していました。その後の学級対抗長縄跳びでは、競技開始前に各学

級が円陣を組んで気合を入れて、学級が一つになる姿が見られました。失敗しても何度となくチ

ャレンジする姿は立派でした。そして、最後は「全員リレー」。走ることが得意な人も苦手な人

も、必死になってバトンをつなぎ、チームが一つになった瞬間でした。最後は、敵味方関係なく

声援と拍手が送られていました。ゴールするまで手を抜かない姿には感動しました。 
 最後の閉会式。喜び、悔しさ、疲労があったものの、全員が満足感と達成感でいっぱいでした。

最後まで寿都中学校の生徒の態度は立派でした。 
 寿都中学校の生徒は、この行事を通して再発見した自分たちの良さと、振り返りから気づいた

課題をしっかり確認し、一人ひとりがさらに成長してくれると確信しています。 
 全員が力を合わせ、一人ひとりが必死になって取り組む姿、敵味方関係なく仲間を応援する姿、

そして、お互いの健闘をたたえ合う姿・・・。一人ひとりが大きく成長し、本当に感動の体育大

会でした。また、ご来賓、保護者、地域の方々の声援と拍手に、生徒たちはたくさんの勇気と力

をもらうことができました。心より感謝とお礼申し上げます。 
 

 

 

 
 
 
 先月の寿都町広報誌の中の折込で、「こどもＳＯＳステーション」のご案内をさせていただいて

おりましたが、「ご協力をいただいている皆様」の欄に「有限会社川内建設」さんの掲載が漏れて

いました。大変失礼しました。渡島町の有限会社川内建設さんにもご協力をいただいていること

をお知らせいたします。 

 



 

日 程  ６月 ３日（月）10:00～14:30 

      ６月27 日（木）10:00～14:30 

会 場  寿都中学校相談室 

 

 

 今年３月に北翔大学教育学科音楽コースを卒業しました

田上遥花です。初めてのことばかりで 

はありますが、多くのことを吸収し、 

全力で取り組みたいと思っています。 

 子どもたちの気持ちに寄り添えるよ 

う精一杯頑張りますので、よろしくお 

願いいたします。 

 

 

 

５月１４日（火）～１６日（木）に、２泊３日で３年生

の修学旅行が行われました。行き先は東北地方で、１日目

が盛岡市内自主研修。２日目は中尊寺で座禅体験の後、気

仙沼市東日本大震災遺構・伝承館で震災学習。３日目は小

岩井農場バスツアーと充実した３日間を過ごして全員元気

に帰ってきました。３年生が打ち立てた修学旅行のスロー

ガンは、「『一期一会』一度しかない体験を大切にし、

失礼のないように過ごそう！」でした。旅行中は、東北地

方の様々なもの、人、文化、自然、思い、等々に触れ、一

期一会を感じた３日間になったことと思います。これから

も今回の体験から学んだことを忘れず、毎日の生活を送っ

てほしいと願います。貴重な３日間に感謝です。 

 

 
 

５月１０日（金）の４校時に火災を想定した避難訓練を

実施しました。非常ベルが鳴り、調理室から出火したこと

がわかると、全校生徒が放送、先生方の指示に従って、静

かに素早く各教室から避難を開始し、駐車場への避難を完

了しました。寿都消防署から来ていただいた３名の消防署

職員からも大変立派な態度であったと講評をいただきまし

た。避難の後には、玄関前で消火器の模擬訓練を行い、各

学年からの代表生徒１名ずつが、消防署職員の説明の後、

消火訓練を行い、見事消火に成功しました。いつ起こるか

わからない災害。正しい知識を身につけ、状況を的確に判

断し、冷静にかつ迅速に行動できる力を身につけることは

とても大切なことです。訓練のための訓練ではないことを

これからも意識して、『大切な命を守るための行動』をしっ

かりとれる自分、自分たちになりましょう。 

大変お忙しい中、来校されご指導いただきました寿都消

防署の皆さん、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 先月の寿都町広報誌の中の折込で、「こどもＳＯＳステー

ション」のご案内をさせていただいておりましたが、「ご協

力をいただいている皆様」の欄に「有限会社川内建設」さ

んの掲載が漏れていました。大変失礼しました。渡島町の

有限会社川内建設さんにもご協力をいただいていることを

お知らせいたします。 
 
 
 
 今年度もスクールカウンセラーがほぼ毎月１～２回、寿

都中学校にやって来ます。６月の予定をお知らせします。 
 

 

  

 

 生徒も保護者も対象ですので、日頃悩んでいること等、

スクールカウンセラーと話してみたい、相談してみたい方

は、学級担任または教頭まで連絡をください。 

 年間の計画についてはまだ決まっておりませんので、決

まり次第お伝えします。 

 

 

 

 ５月２５日（土）、令和６年度の体育大会が無事行われ、

盛り上がりの中、熱い1 日が終了しました。 

全校生徒が赤組と青組の２チームに分かれ、白熱の展開

となった団体戦。個人種目が終わった時点での途中経過で

は赤組が優勢。このまま逃げ切るのか、青組が追い上げる

のか。勝負は全員リレーへと持ち越されました。スタート

の合図が響き、赤、青、両チームの第１走者が勢いよくス

タートしました。放送常任委員の実況、応援にも力が入り、

会場は大いに盛り上がりました。勝ったのは赤組でしたが、

敗れた青組も最後まで全力で走りきり、お互いにベストを

出し切った気持ちのよいレースでした。 

 学年対抗の長縄跳びは抽選の結果、２年生、３年生、１

年生の順で跳ぶことに…。２回の合計点で多いチームが勝

ちということで、最終的に合計６６回跳んだ３年生が優勝。

２年生が準優勝。１年生が３位という結果に…。会場から

も大きな拍手と歓声が響き、それぞれの学級がひとつにな

った瞬間でした。 

 生徒会種目の借り人競争も保護者の協力を得て、楽しい

時間となりました。 

 総合優勝は赤組、準優勝は青組という結果でした。 

 生徒の皆さん、お疲れ様。そして、感動をありがとう。 



５月１４日（火）～１６日（木）で東北地方を訪ねた修学旅行。 

思い出に残る３日間となりました。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「選手宣誓」          「ラジオ体操」  
 
 
 
 
 
 
 
 

「生徒会種目」       「全員リレー」 「総合優勝赤組」    「長縄跳び」 
 
 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
  【中尊寺金色堂】      【中尊寺座禅体験】        【気仙沼】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      「消防署職員講話」             「模擬消火訓練」 

 
寿都中学校での様々な取組や 

生徒の様子を紹介していきます。 

体育大会 ５月２５日（土）、８:３０に開会式が始まり、個人種目、学年対抗長縄、

生徒会企画、全員リレー、閉会式と大いに盛り上がった１日でした。 

修学旅行 

避難訓練  ５月１０日（金）。いつ起こるかわからない災害。正しい知識、適切

な判断、行動が自分の命、自分たちの命を守ることに…。 


